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し
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う
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〔裏面記事〕
• �侍浜柔道教室青森遠征
• �花いっぱい運動開催のお
知らせ

• �クマ出没「警報」発令中！
山菜採りや外出に厳重な
警戒を

• �油断禁物！地域一丸で
「火の用心」を
• �侍浜町の人口と世帯数
• �お知らせ
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四
月
二
十
三
日
（
木
）
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
侍
浜
町
官
公

署
等
職
員
歓
迎
会
が
侍
浜
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
侍
浜
町

振
興
協
議
会
久
慈
清
悦
会
長
か

ら
「
新
し
く
転
入
さ
れ
た
皆
様

を
心
よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま

す
。
侍
浜
地
区
は
潮
風
ト
レ
イ

ル
、
横
沼
展
望
台
、
侍
石
な
ど

見
ど
こ
ろ
が
豊
富
で
す
。
特
に

侍
石
に
は
義
経
と
弁
慶
の
北
行

伝
説
が
残
り
、
昼
食
を
取
っ
た

と
さ
れ
る
平
坦
な
石
の
上
に

は
、
義
経
と
弁
慶
の
足
跡
の
ほ

か
ウ
マ
の
蹄
型
の
く
ぼ
み
も
今

も
わ
ず
か
に
残
り
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
南
部
藩
の
直
轄
産
地

と
伝
え
ら
れ
、
侍
浜
生
ま
れ
の

馬
が
活
躍
し
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
地
区
で
生
ま
れ
た
自

分
と
し
て
も
、
思
い
を
馳
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
転
入
者

の
皆
さ
ま
に
は
環
境
に
早
く
慣

れ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
大
き
な
出
来
事
と

し
て
、
侍
浜
中
学
校
が
久
慈
中

学
校
へ
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
新
し
い
環
境
で
切

磋
琢
磨
し
、
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
侍
浜
小
学
校
が
創

立
百
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

記
念
行
事
へ
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。次
の
未
来
へ
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん

で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
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あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
久
慈
市
議
会
議
員
畑

中
勇
吉
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
町
内
各
学
校
か
ら
職
員
の

紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

乾
杯
は
侍
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
桑
田
和
雄
様
の
発

声
で
行
わ
れ
歓
談
に
入
り
ま
し

た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
歓
迎

会
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
四
日
、
町
老
連
と

市
民
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
、
㈲

越
戸
き
の
こ
園
、
㈲
宇
部
煎
餅

店
で
の
研
修
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

越
戸
き
の
こ
園
で
は
、
越
戸

翔
代
表
か
ら
事
業
概
要
等
の
ご

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
施
設
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
地
元
企
業

で
は
あ
り
ま
す
が
、
殆
ど
の
方

が
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
規
模
の
大
き
さ
に
驚

い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

次
の
宇
部
煎
餅
店
で
は
、
店

内
食
堂
で
の
昼
食
や
、
焼
き
工

房
の
見
学
等
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
広
大
な
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
の
工
程
を
興
味
深
く
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
な

く
、
身
近
な
企
業
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
確
認
で
き
た
有
意
義
な

研
修
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

に
よ
っ
て
、
多
く
の
方
が
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、

住
宅
に
盗
み
に
入
っ
た
泥
棒
と

鉢
合
わ
せ
た
場
合
、
ご
家
族
が

危
害
を
加
え
ら
れ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
泥
棒
は
人
目
を
気
に

す
る
た
め
、
短
時
間
で
侵
入
で

き
る
場
所
を
探
し
て
い
ま
す
。

無
施
錠
の
住
宅
は
格
好
の
対
象

で
す
。

○
鍵
か
け
は
み
ん
な
が
で
き
る

一
番
簡
単
な
防
犯
対
策
で
す
。

　

鍵
を
か
け
る
こ
と
で
被
害
を

防
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

外
出
時
も
在
宅
時
も
昼
夜
を
問

わ
ず
鍵
か
け
を
徹
底
し
、
防
犯

に
強
い
地
域
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
自
動
車
や
自
転
車
に
も
必

ず
鍵
を
か
け
て
被
害
を
防
止
し

○
県
内
の
状
況

　

県
内
で
は
、
盗
難
被
害
の
う

ち
、
鍵
を
か
け
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
で
「
住
宅
や
自
動
車
内

か
ら
も
の
が
盗
ま
れ
る
」「
自

転
車
等
の
乗
り
物
を
盗
ま
れ

る
」
な
ど
の
被
害
に
遭
う
割
合

が
全
国
平
均
よ
り
高
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
油
断
や
不
注
意
が
被
害
を
招

い
て
い
ま
す
。

　

「
泥
棒
は
来
な
い
」「
盗
ま
れ

る
物
は
な
い
」と
い
う
油
断
や
、

鍵
の
か
け
忘
れ
な
ど
の
不
注
意

　

侍
浜
牧
野
農
業
協
同
組
合

（
田
村
英
寛
組
合
長
）
の
第
七

十
六
回
総
代
会
が
、
五
月
十
七

日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
侍
浜

市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
総
代
数
一

二
四
名
中
、本
人
出
席
七
五
人
、

委
任
出
席
一
六
人
で
開
催
さ
れ

た
。

　

開
会
に
続
き
田
村
組
合
長

は
、「
農
林
漁
業
、
地
域
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
中
東
戦
争
等

の
影
響
で
物
価
高
騰
が
続
き
、

燃
料
、
肥
料
、
飼
料
等
に
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
当
組
合
の
経

営
は
、
比
較
的
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
が
、
七
年
度
の
五

ha
植
林
事
業
は
、
補
助
事
業
の

枠
が
取
れ
ず
計
画
を
実
施
で
き

な
く
終
了
し
ま
し
た
が
、
八
年

度
事
業
で
の
実
施
を
再
度
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

松
食
い
虫
及
び
ナ
ラ
枯
れ
の
対

応
と
し
て
販
売
を
視
野
に
山
見

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
、
組
合
員
皆
様
に
貢
献
で

き
る
事
業
を
模
索
し
な
が
ら
事

業
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。」

と
挨
拶
し
た
。

　

議
長
に
桑
畑
地
区
の
船
渡
建

治
氏
を
選
出
し
議
事
が
進
行
さ

れ
た
。令
和
七
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
は
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
た
。
事
業
計
画
の
中

で
、
北
野
駒
形
神
社
の
修
理
、

修
繕
の
提
案
に
つ
い
て
、
北
野

の
木
ノ
下
祐
治
氏
か
ら
、修
理
、

修
繕
の
規
模
、
方
法
等
の
質
問

が
あ
り
、
田
村
会
長
は
、
北
野

地
区
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
行
き
た
い
と
答
弁
し
た
。

そ
の
他
は
、
特
に
質
問
等
は
な

く
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
閉

会
と
な
っ
た
。

令
和
八
年
度

令
和
八
年
度  
侍
浜
町

侍
浜
町

官
公
署
等
職
員
歓
迎
会
　
開
催

官
公
署
等
職
員
歓
迎
会
　
開
催

侍
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

侍
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
視
察

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
視
察

　

次
の
通
り
変
更
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
本
町
町
内
会
長
・
理
事

　
　

西
野
初
雄

○
角
柄
地
区  

防
犯
防
災
部

　
　

大
渕　

竜

（
敬
称
略
）
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侍
浜
牧
野
組
合

侍
浜
牧
野
組
合

第
七
十
六
回
総
代
会
開
催
さ
れ
る

第
七
十
六
回
総
代
会
開
催
さ
れ
る

侍
浜
駐
在
所
か
ら

侍
浜
駐
在
所
か
ら

鍵
か
け
運
動
の

鍵
か
け
運
動
の

推
進
推
進
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☆☆☆☆☆　特別支援教育サポーター養成講座　☆☆☆☆☆

7 月から 10 月まで全 8 回の講座を予定しています。
6 回以上参加した希望者は、県のボランティアバンクに登録することができます。
詳しくは問い合わせください。
▶会　　場 … 久慈拓陽支援学校
▶申込締切 … 6 月 19 日（金）
▶対象・定員 … 学生や特別支援学校の保護者を含む県民 30 人
▶費　　用 … 350 円（保険加入料）

実 施 日 時 間 内 容

7 月 15 日（水） 9：30 ～ 11：30 開講式・講義

7 月 27 日（月）
9：00 ～ 10：30 講義・演習

10：30 ～ 12：00 講義・演習

8 月 27 日（木） 9：30 ～ 11：30 講義

9 月 9 日（水） 9：30 ～ 11：30 講義・演習

9 月 30 日（水） 9：30 ～ 11：30 講義・見学

10 月 15 日（木） 9：30 ～ 11：30 講義・演習

10 月 26 日（月） 9：30 ～ 11：30 講話・閉講式

連絡先：久慈拓陽支援学校　58 ー 3004

侍
浜
町
振
興
協
議
会

役
員
変
更
の
お
知
ら
せ

締め切り

6月19日
（金）
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・
九
日　
　

�

侍
浜
小
学
校
四
年
生

社
会
科
見
学

・
九
日　
　

�

侍
浜
小
学
校
一
年
生

引
き
渡
し
訓
練

・
十
日　
　

�

侍
浜
小
学
校
六
年
生

総
合
見
学

・
十
二
日　

�

侍
浜
小
学
校
避
難
訓

練

・
十
四
日　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

・
十
六
日　

�

侍
浜
小
学
校
一
年
生

給
食
試
食
会

・
十
七
日　

�

久
慈
地
区
小
学
校
陸

上
記
録
会

・
十
八
日　

�

侍
浜
小
・
拓
陽
支
援

学
校
交
流
会

・
十
八
日　

�

放
課
後
子
ど
も
教
室

「
浜
っ
子
な
か
よ
し

ク
ラ
ブ
」
開
講
式

・
十
九
日　

�

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー

開
放
の
日

・
二
三
日　

�

侍
浜
小
学
校
五
年
生

総
合
見
学

・
二
四
日　

�

侍
浜
小
学
校
三
年
生

社
会
科
見
学

・
二
六
日　

�

侍
浜
小
学
校
一
・
二

年
生
遠
足

お
知
ら
せ

〇
六
月
（
水
無
月
）

侍浜町の人口と世帯数
（令和８年４月末現在）

○人口� 2,021 人　（－ 27）
　　男� 954 人　（－ 10）
　　女� 1,067 人　（－ 17）
○世帯�　 992 世帯（ 6）

※　（　）内は前年比

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

　
三
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日

に
青
森
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
「
第
十
五
回
斉
藤
仁
旗
争
奪

少
年
柔
道
大
会
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
保
育
園
児
か
ら
小
学
校
六
年

生
ま
で
の
大
人
数
で
の
遠
征
と

な
り
ま
し
た
。
今
大
会
が
公
式

戦
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
園
児
も

堂
々
と
し
た
姿
で
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
東
北
各
地
の

チ
ー
ム
が
集
結
す
る
大
規
模
な

大
会
で
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚

き
な
が
ら
も
精
一
杯
試
合
に
取

り
組
み
、
選
手
た
ち
は
健
闘
。

初
勝
利
を
挙
げ
た
も
の
。
豪
快

な
一
本
勝
ち
を
収
め
た
も
の
。

僅
差
の
判
定
に
泣
い
た
も
の
。

各
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
選
手
全
員
が
団
結

し
、
試
合
に
臨
む
姿
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

～
結
果
～

【
団
体
戦
】

○
幼
児
・
一
年
生
の
部

　
第
二
位

　
　
廣
内
愛
梧

　
　
桑
田
樹

　
　
大
渡
直
也

　
　
菅
原
伊
吹

コ
ー
チ
の
松
舘
美
代
子
さ
ん

　「
決
勝
戦
は
同
じ
岩
手
県
の

盛
岡
柔
道
さ
ん
。
代
表
戦
ま
で

も
つ
れ
込
む
大
接
戦
と
な
り
ま

し
た
。
惜
し
く
も
敗
れ
は
し
ま

し
た
が
、
小
さ
な
身
体
で
一
生

懸
命
戦
う
姿
は
可
愛
ら
し
く
、

と
て
も
暖
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。」

○
二
・
三
年
生
の
部

　
第
二
位

　
　
及
川
琉
斗

　
　
浅
水
奏
汰

　
　
尾
無
雄
清

　
　
林
﨑
來
獅

　
　
菅
原
宗
介

コ
ー
チ
の
菅
原
勝
成
さ
ん

　「
優
勝
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
年
代
は
人
材
が
揃
っ
て
お

り
直
近
の
大
会
で
も
優
勝
を
し

て
い
た
の
で
、
自
信
は
あ
り
ま

し
た
。
決
勝
は
青
森
県
の
車
力

柔
道
さ
ん
と
激
し
い
戦
い
に
な

り
ま
し
た
が
敗
退
。
万
全
で
は

な
い
チ
ー
ム
事
情
で
し
た
が
、

よ
く
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
次

こ
そ
優
勝
旗
を
持
ち
帰
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

○
四
・
五
年
生
の
部

　
予
選
リ
ー
グ
敗
退

　
　
尾
無
結
愛

　
　
浅
水
陽
翔

　
　
皆
川
怜

　
　
松
舘
良
士
朗

　
　
工
藤
海
愛

コ
ー
チ
の
田
中
佑
都
さ
ん

　「
高
学
年
は
他
チ
ー
ム
が
と

に
か
く
身
体
が
大
き
く
毎
回
不

利
な
条
件
で
の
戦
い
を
強
い
ら

れ
る
の
が
現
状
で
す
。
で
す
が

侍
浜
柔
道
の
ス
ピ
ー
ド
と
技
の

キ
レ
で
食
い
下
が
る
戦
い
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
展
開
し
て

い
る
柔
道
は
間
違
い
な
い
の

で
、
成
長
期
が
来
た
時
が
楽
し

み
で
す
。」

【
個
人
戦
】

○
男
子
幼
児
の
部

　
　
廣
内
愛
梧
…
第
二
位

○
一
年
生
女
子
の
部

　
　
菅
原
伊
吹
…
優
勝

　
　
皆
川
紗
那
…
第
三
位

　
公
式
戦
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
い
き

な
り
の
準
優
勝
に
輝
い
た
廣
内

愛
梧
く
ん
は
「
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
。
コ
ー
チ
に
教
え
て
も

ら
っ
た
通
り
技
を
か
け
た
ら
何

回
も
一
本
勝
ち
で
き
た
。
次
こ

そ
優
勝
し
て
家
族
の
皆
に
金
メ

ダ
ル
を
見
せ
た
い
ん
だ
。」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
初
優
勝
を
果
た
し
た
菅
原
伊

吹
さ
ん
は
「
初
め
て
の
優
勝
で

と
て
も
嬉
し
い
。
団
体
戦
で
は

あ
ま
り
調
子
が
上
が
ら
な
く
て

コ
ー
チ
に
気
合
い
を
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
良
か
っ
た
の

か
も
。
監
督
に
こ
の
大
会
で
の

優
勝
は
侍
浜
か
ら
初
め
て
の
選

手
だ
、
と
言
わ
れ
て
と
て
も
誇

ら
し
い
で
す
。」
と
笑
顔
が
弾

け
て
い
た
。

　
小
柄
な
身
体
な
が
ら
入
賞
を

果
た
し
た
皆
川
紗
那
さ
ん
は

「
今
大
会
で
引
退
を
決
め
て
い

た
の
。
監
督
に
は
事
前
に
そ
の

意
思
を
伝
え
て
い
た
わ
。
有
終

の
美
を
飾
り
た
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
け
ど
こ
れ
が
柔
道
よ
。
悔
い

は
な
い
わ
。
私
が
い
な
く
て
も

こ
の
チ
ー
ム
は
大
丈
夫
。」
と

晴
れ
や
か
な
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
現
在
チ
ー
ム
は
決
意
新
た
に

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
侍
浜

て
い
ま
す
。
子
グ
マ
の
近
く

に
は
必
ず
母
グ
マ
が
潜
ん
で

お
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
「
三

つ
の
鉄
則
」

１
．�

音
で
存
在
を
知
ら
せ
る

： 

ク
マ
鈴
、
ラ
ジ
オ
、
笛
な

ど
を
携
帯
し
、
自
分
の
存

在
を
早
め
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

２
．�

餌
と
な
る
も
の
を
置
か
な

い

：

生
ご
み
の
放
置
や
、

収
穫
予
定
の
な
い
果
樹
は

ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

３
．�

遭
遇
し
た
ら
「
静
か
に
後

退
」

：

も
し
見
つ
け
て

し
ま
っ
た
ら
、
大
声
を
出

し
た
り
走
っ
た
り
せ
ず
、

ク
マ
を
見
つ
め
た
ま
ま

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し

て
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
目
撃
情
報
の
連
絡
先
】

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
際
は
、
下

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

久
慈
市
役
所（
林
業
水
産
課
） 

☎ 

〇
一
九
四

－

五
二

－

二

一
二
二

し
て
い
ま
す
。

久
慈
市
内
の
状
況

：

市
街
地
や

住
宅
地
付
近
で
の
目
撃
が
相
次
ぐ

　

久
慈
市
内
で
も
、
四
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
生
活
圏
で
の
目

撃
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

・�

最
近
の
目
撃
例

：

四
月
末

に
宇
部
町
の
公
葬
地
付
近
で

目
撃
さ
れ
た
ほ
か
、
五
月
に

入
っ
て
か
ら
も
源
道
地
区
の

住
宅
の
庭
、
長
内
町
や
栄
町

（
久
慈
中
学
校
付
近
）
の
河

川
敷
な
ど
、
市
街
地
に
近
い

場
所
で
も
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

・�

親
子
グ
マ
に
注
意

：

親
離

れ
し
た
ば
か
り
の
若
グ
マ

や
、
子
連
れ
の
母
グ
マ
が
餌

を
求
め
て
住
宅
地
付
近
ま
で

入
り
込
む
ケ
ー
ス
が
目
立
っ

■
異
例
の
ペ
ー
ス
で
続
く
火
災

発
生

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
火
災

発
生
状
況
は
、
非
常
に
深
刻
で

す
。

・�

久
慈
広
域
の
状
況

：

五
月

十
一
日
時
点
で
既
に
十
四
件

の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
九
件
が
建
物
火
災

と
い
う
異
常
な
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　�

五
月
六
日
に
は
久
慈
市
長
内

町
で
住
宅
や
貸
家
な
ど
計
四

棟
を
焼
く
大
規
模
な
火
災
が

発
生
し
、
大
き
な
衝
撃
を
与

え
ま
し
た 

。

■
侍
浜
町
で
も
発
生
！
「
火
災

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
最
近
で
は
、
侍
浜
町
内
で
も

一
件
の
原
野
火
災
が
発
生
し
ま

山
菜
採
り
な
ど
で
入
山
す

る
際
は
、火
の
取
り
扱
い
、

吸
い
殻
の
管
理
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い 

。

３
．�

家
庭
の
火
の
元
点
検

： 

コ
ン
ロ
、
暖
房
器
具
、
コ

ン
セ
ン
ト
周
辺
な
ど
、

「
う
っ
か
り
」
が
火
種
に

な
ら
な
い
よ
う
再
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
引
き
続
き
、
巡

回
広
報
や
防
災
無
線
に
よ
る
広

報
な
ど
を
通
じ
て
警
戒
を
続
け

て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
意
識
を
強
く
持
ち
、
火
災
の

な
い
安
全
な
侍
浜
町
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

し
た 

。
火
災
は
決
し
て
遠
い

場
所
の
出
来
事
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
い
つ

で
も
私
た
ち
の
目
の
前
で
起
こ

り
得
る
も
の
で
す
。

■
今
こ
そ
徹
底
し
た
い
三
つ
の

防
火
ポ
イ
ン
ト

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
が
燃
え

広
が
り
や
す
い
条
件
は
ま
だ
続

い
て
い
ま
す
。
以
下
の
こ
と
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

１
．�

野
焼
き
・
火
入
れ
の
連

絡

：

ゴ
ミ
の
焼
却
は
県

条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
や
む
を
得
ず
野
焼
き

等
を
行
う
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
消
防
署
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い 

。

２
．�

タ
バ
コ
の
始
末

：

ポ
イ

捨
て
は
厳
禁
で
す
。
特
に

人
身
被
害
が
報
告
さ
れ
る
異
例

の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

重
大
被
害
の
発
生

：

四
月
下

旬
に
は
紫
波
町
で
捜
索
中
の

警
察
官
ら
が
襲
わ
れ
、
一
名

が
死
亡
、
一
名
が
負
傷
。
さ

ら
に
五
月
上
旬
に
も
八
幡
平

市
で
山
菜
採
り
の
女
性
が
ク

マ
に
襲
わ
れ
亡
く
な
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
続
い
て

い
ま
す
。

・�

過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス

：

昨
年

度
の
過
去
最
多
記
録
を
さ
ら

に
塗
り
替
え
る
勢
い
で
出
没

件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
人

里
近
く
で
の
目
撃
が
常
態
化

侍
浜
柔
道
教
室

　
青
森
遠
征

侍
浜
柔
道
教
室

　
青
森
遠
征

　
初
夏
の
陽
気
と
共
に
山
菜
採

り
や
屋
外
活
動
が
楽
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
岩

手
県
内
で
は
ク
マ
の
出
没
が
非

常
に
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
は
四
月
二
十
二
日
、
例
年
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
目
撃
や
人
身

被
害
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か

ら
、
県
内
全
域
に
「
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
出
没
に
関
す
る
警
報
」

を
発
令
し
、
最
大
限
の
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

岩
手
県
内
の
被
害
状
況

：

二
月

以
降
、毎
月
人
身
被
害
が
発
生

　
今
年
度
は
冬
眠
明
け
が
早

く
、
二
月
か
ら
毎
月
の
よ
う
に

　
六
月
十
四
日(

日)

午
前
六

時
か
ら
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
花
壇
や
プ
ラ

ン
タ
ー
へ
花
を
植
え
、
通
行
す

る
人
に
明
る
く
華
や
か
な
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
、
侍
浜
町

振
興
協
議
会
健
全
育
成
部
、
侍

浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主

催
に
よ
り
例
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参

加
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ク
マ
出
没
「
警
報
」
発
令
中
！

山
菜
採
り
や
外
出
に
厳
重
な
警
戒
を

柔
道
教
室
は
こ
れ
か
ら
も
一
本

を
取
る
柔
道
を
目
指
し
、
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

花
い
っ
ぱ
い
運
動

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

油
断
禁
物
！
地
域
一
丸
で「
火
の
用
心
」を

非
常
事
態
宣
言
を
経
て
、改
め
て
見
直
す
火
の
元

私
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
は
、今
も
な
お
火
災
の
危
険
が

潜
ん
で
い
ま
す
。


